健康管理―過重労働対策
　労働政策審議会建議（平成16年12月27日）の中で、現在の医学的知見によれば、長時間の時間外労働など労働者に過重な労働をさせることにより疲労が蓄積している場合には、脳・心臓疾患発症のリスクが高まるとされていることから、これらの過重労働による健康障害を防止するためには、適正な労働時間管理と健康管理に加え、長時間の労働による負荷がかかった労働者についてその健康の状況を把握し、適切な措置を講じることが必要であるとされている。メンタルヘルス対策としても長時間労働者に対する面接指導でメンタルヘルス面も留意するものとされている。平成18年４月より施行された「労働安全衛生法等の一部を改正する法律」により、長時間労働による健康障害防止のために医師による面接指導の実施義務等が事業者に課せられることとなった。また、3月に新たに「過重労働による健康障害防止のための総合対策」が策定され、事業者に過重労働による健康障害を防止するための措置を講じることが求められている。
　産業医活動の中で過重労働対策・メンタルヘルス対策は重要であり、いかに長時間労働者の面接指導及びその後の措置を適切に行っていくかが課題である。
〔参考文献及びホームページ〕
１）過重労働対策等のための面接指導マニュアル・テキスト等作成委員会、実践産業医活動テキスト（１）過重労働対策、（財）産業医学振興財団、2006．

    http://www.zsisz.or.jp/
２）独立行政法人労働者健康福祉機構：過重労働による健康障害防止のための総合対策と面接指導の実際、産業保健21　第45号、2006．

    http://www.rofuku.go.jp/sanpo/sanpo21/ms_sanpo21.html
３）過重労働対策ナビ
    http://www.oshdb.jp/
